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文
部
科
学
省
が
平
成
十
四
年

度
か
ら
開
始
し
た
「
二
十
一
世

紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、

第
三
者
評
価
に
基
づ
く
競
争
原

理
に
よ
り
、
世
界
的
な
研
究
教

育
拠
点
の
形
成
を
重
点
的
に
支

援
し
、
国
際
競
争
力
の
あ
る
世

界
最
高
水
準
の
大
学
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
の
も
の
。

昨
年
度
は
本
学
申
請
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
残
念
な
が
ら
選
定
さ

れ
な
か
っ
た
が
、
今
年
度
は
申

請
し
た
三
件
の
う
ち
「
先
導
的

建
築
火
災
安
全
工
学
研
究
の
推

進
拠
点
」（
代
表：

総
合
研
究

所
火
災
科
学
研
究
部
門
　
若
松

孝
旺
教
授
）
が
選
定
さ
れ
た
。

研
究
拠
点
形
成
の
た
め
の
補
助

金
が
五
年
間
交
付
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
。

一
方
「
特
色
あ
る
大
学
教
育

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
今
年

度
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
、
優

れ
た
教
育
を
実
践
し
て
い
る
大

学
を
選
ん
で
予
算
や
補
助
金
を

重
点
配
分
す
る
文
部
科
学
省
の

新
事
業
で
、
教
育
版
Ｃ
Ｏ
Ｅ
と

も
い
え
る
。

今
回
は
、
本
学
と
し
て
単
独

申
請
し
た
「
全
寮
制
に
基
づ
く

全
人
的
教
養
教
育
」（
代
表：

基
礎
工
学
部
　
渡
辺
恒
夫
学
部

長
）
が
採
択
さ
れ
、
さ
ら
に
芝

浦
工
業
大
学
を
は
じ
め
と
す
る

十
三
大
学
に
よ
る
共
同
申
請

「
ツ
イ
ニ
ン
グ
に
よ
る
国
際
化

へ
の
積
極
的
取
組
」
も
採
択
さ

れ
た
。

今
年
度
本
学
か
ら
採
択
さ
れ

た
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
者
に
、
今

後
の
抱
負
を
聞
い
た
。

に
亘
っ
て
築
い
て
こ
ら
れ
た
火

災
科
学
の
研
究
教
育
に
お
け
る

実
績
に
よ
る
も
の
と
い
え
ま

す
。
今
後
は
、
名
実
と
も
に
世

界
最
高
水
準
の
研
究
教
育
拠
点

の
形
成
を
目
指
し
、
本
学
の
発

展
に
大
き
く
寄
与
す
べ
く
最
大

限
の
努
力
を
す
る
決
意
で
す
。

な
お
、
火
災
科
学
は
、
図
に
示

す
よ
う
に
、
自
然
科
学
全
般
に

関
わ
り
が
あ
る
の
で
、
学
内
の

関
係
分
野
か
ら
の
積
極
的
な
参

加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

れ
て
い
ま
す
。
採
択
に
際
し
、

本
学
が
北
海
道
長
万
部
キ
ャ
ン

パ
ス
で
実
践
し
て
き
た
「
全
寮

制
に
基
づ
く
全
人
的
教
養
教

育
」
が
、
新
世
紀
に
相
応
し
い

総
合
的
な
知
を
育
む
教
育
と
し

て
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
も
の
と
、
あ
ら
た
め
て
実

感
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、

図
に
あ
る
全
て
の
取
り
組
み
に

一
層
磨
き
を
か
け
て
、
新
鮮
で

希
望
に
溢
れ
た
教
育
を
学
生
諸

君
と
共
に
創
出
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の

教
養
教
育
が
競
争
教
育
の
産
物

で
な
く
、
新
た
な
大
学
教
育
の

希
望
と
な
る
よ
う
多
く
の
大
学

と
知
恵
を
出
し
合
い
、
豊
か
な

産
物
と
な
る
べ
く
、
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▼
秋
の
清
々

し
い
空
気
の
中

で
、
東
京
は
目

覚
め
つ
つ
あ
る
。

朝
の
散
歩
が
も

っ
と
も
豊
か
な

季
節
だ
。
こ
の

散
歩
が
多
く
の
こ
と
を
発
見
さ

せ
る
。
少
し
早
起
き
を
し
て
、

大
学
へ
の
散
歩
通
勤
を
心
が
け

て
い
る
。
散
歩
の
コ
ツ
は
同
じ

歩
幅
と
リ
ズ
ム
を
保
つ
こ
と
に

あ
る
。
リ
ズ
ム
に
の
り
、
思
考

を
め
ぐ
ら
す
こ
と
で
、
普
段
見

え
な
か
っ
た
こ
と
が
見
え
は
じ

め
、
前
夜
の
混
沌
と
し
た
闇
か

ら
抜
け
出
す
こ
と
が
出
来
る
。

巧
く
目
覚
め
れ
ば
、
充
実
し
た

一
日
が
過
ご
せ
る
こ
と
は
間
違

い
な
し
だ
。
▼
こ
れ
が
な
か
な

か
難
し
い
。
東
京
の
街
は
朝
か

ら
同
じ
歩
幅
を
許
し
て
は
く
れ

な
い
。
小
学
校
へ
吸
い
込
ま
れ

る
児
童
の
群
れ
。
職
場
へ
急
ぐ

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
。
話
に
夢
中
に

な
る
高
校
生
。
そ
し
て
横
断
歩

道
の
渡
り
は
じ
め
の
奇
妙
な
リ

ズ
ム
。
周
り
に
気
を
配
り
な
が

ら
歩
幅
を
決
め
て
ゆ
く
。
東
京

の
朝
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
室

内
楽
か
ら
は
始
ま
ら
な
い
よ
う

だ
。
▼
雑
踏
の
中
で
、
自
分
な

り
の
リ
ズ
ム
と
歩
幅
を
つ
か
む

こ
と
を
目
指
し
た
い
。
そ
れ
が

フ
ー
ガ
の
よ
う
な
対
位
法
的
な

楽
曲
形
式
の
よ
う
で
あ
る
か
も

し
れ
な
い
し
、
ジ
ャ
ズ
の
よ
う

で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
▼

夏
休
み
か
ら
目
覚
め
、
勉
学
・

研
究
の
リ
ズ
ム
を
早
め
に
つ
く

り
あ
げ
る
こ
と
を
心
が
け
た

い
。
そ
し
て
体
育
祭
、
理
大
祭

と
続
く
後
期
、
学
生
生
活
が
一

年
の
う
ち
で
一
番
盛
り
上
が
り

を
み
せ
る
の
も
こ
の
季
節
で
あ

る
。
普
段
か
ら
慎
重
に
リ
ズ
ム

を
刻
め
ば
刻
む
ほ
ど
、
よ
り
素

晴
ら
し
い
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を

奏
で
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ

う
。
歩
幅
の
そ
ろ
っ
た
日
々
が

「
祭
日
・
ハ
レ
の
日
」
の
充
足

感
を
生
む
よ
う
だ
。
（
Ｙ
・
Ｙ
）

２
面

科
学
技
術
交
流
セ
ン
タ
ー
が
承
認
Ｔ
Ｌ
Ｏ
に
／
理

窓
知
財
ク
ラ
ブ
発
足
／
新
校
舎
で
薬
学
部
同
窓
会

３
面

平
成
16
年
度
学
費
／
補
職
人
事
／
金
元
理
一
新
学

部
長
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
／
平
成
14
年
度
私
学
助
成

４
面

平
成
15
年
度
就
職
活
動
／
全
国
各
地
区
で
父
母
懇

談
会
／
父
母
会
来
春
設
立
／
生
涯
学
習
公
開
講
座

５
面

山
口
・
諏
訪
東
京
理
科
大
学
ニ
ュ
ー
ス

６
面
「
理
大
・
人
」／
久
喜
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
取
得

平
成
15
年
度
文
部
科
学
省
２
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム 

平
成
15
年
度
文
部
科
学
省
２
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム 

２１世紀ＣＯＥプログラム 

特色ある大学教育支援プログラム 
先導的建築火災安全工学研究の推進拠点 

全寮制に基づく全人的教養教育 

本
学
申
請
の
２
件
採
択 

本
学
先
人
達
の
実
績
を
踏
ま
え
て 

Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
推
進
拠
点
リ
ー
ダ
ー 

若松　孝旺

総研・火災研教授

総
合
研
究
所
火
災
科
学
研
究

部
門
お
よ
び
工
学
・
理
工
学
研

究
科
建
築
学
専
攻
を
拠
点
と
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
先
導
的
建
築

火
災
安
全
工
学
研
究
の
推
進
拠

点
」
が
、
学
長
を
は
じ
め
本
学

の
ブ
レ
ー
ン
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト

を
得
て
、
二
十
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
先
見
性
に

秀
で
た
本
学
の
先
人
達
が
長
年

久
喜 

　
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
取
得 

キ
ャ
ン 

パ
　
ス 

6面 

長
万
部
で
の
実
践
に
一
層
磨
き
を 

特
色
あ
る
大
学
教
育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
申
請
担
当
者 

渡辺　恒夫

基礎工学部長

採
択
理
由
の
中
に
、
全
寮
制

は
他
大
学
に
見
ら
れ
な
い
特
色

で
あ
り
、
人
間
関
係
が
希
薄
な

昨
今
の
時
代
性
に
お
い
て
、
一

つ
の
注
目
す
べ
き
実
験
と
書
か

新
理
事
に
渡
辺
恒
夫
氏

今
般
、
学
校
法
人
東
京
理
科

大
学
寄
附
行
為
に
基
づ
き
、
石

井
力
理
事
の
東
京
理
科
大
学
理

学
部
第
一
部
学
部
長
任
期
満
了

に
よ
る
退
任
に
伴
う
理
事
の
補

充
が
行
わ
れ
、
次
の
と
お
り
新

理
事
が
就
任
し
た
。

理
事
　
渡
辺
　
恒
夫

（
平
成
15
年
10
月
１
日
就
任
）

本学「知財」　本部　設置 連 
　合 本学「知財」　本部　設置 連 
　合 

文部科学省 
公募に採択 山口・諏訪と３校結集 

文
部
科
学
省
が
公
募
し
た

「
大
学
知
的
財
産
本
部
整
備
事

業
」
に
、
本
学
が
申
請
し
た
モ

デ
ル
事
業
が
採
択
さ
れ
た
。

昨
年
七
月
、
小
泉
内
閣
は

「
知
的
財
産
立
国
」
の
早
期
実

現
に
向
け
た
政
策
指
針
で
あ
る

「
知
的
財
産
戦
略
大
綱
」
を
策

定
し
、
二
〇
〇
五
年
度
を
目
処

に
集
中
的
な
制
度
改
革
等
を
実

施
す
る
方
針
を
示
し
た
。

そ
の
中
で
、
大
学
に
お
け
る

知
的
財
産
の
創
造
・
保
護
・
活

用
を
戦
略
的
に
行
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
大
学
等
に
お
け
る

知
的
財
産
に
つ
い
て
、
従
来
の

『
個
人
帰
属
』
か
ら
『
機
関
帰

属
』
へ
の
転
換
を
進
め
る
方
針

を
打
ち
出
す
と
と
も
に
、
そ
れ

を
全
学
的
・
組
織
的
に
管
理
・

活
用
す
る
た
め
の
「
知
的
財
産

本
部
」
体
制
を
全
国
数
十
ヵ
所

の
主
要
な
国
公
私
立
大
学
等
に

整
備
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

こ
の
決
定
に
基
づ
き
、
文
部

科
学
省
は
、
平
成
十
五
年
度

「
大
学
知
的
財
産
本
部
整
備
事

業
」（
総
予
算
二
十
四
億
円
）

の
公
募
を
行
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
全
国
の
国
公

私
立
大
学
、
大
学
共
同
利
用
機

関
及
び
高
等
専
門
学
校
か
ら
、

表
の
と
お
り
、
百
二
十
二
機
関

の
申
請
が
あ
り
、
書
類
審
査
及

び
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
り
三
十
四

機
関
が
採
択
さ
れ
た
。

本
学
は
、
東
京
理
科
大
学
を

代
表
大
学
（
申
請
代
表
者
・
岡

村
弘
之
学
長
）
と
し
て
、
山
口

及
び
諏
訪
と
の
三
大
学
で
一
つ

の
知
的
財
産
本
部
を
設
置
す
る

『
連
合
設
置
型
』
と
し
て
申
請
し

た
。
本
学
の
構
想
と
し
て
、

①
発
明
に
対
す
る
、
徹
底
し
た

世
界
の
先
行
技
術
調
査
と
特

許
調
査
に
よ
り
、
独
創
性
の

高
い
発
明
に
結
び
つ
け
る
。

②
調
査
結
果
の
研
究
者
へ
の
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
に
よ
り
、
研

究
の
質
を
高
め
る
。

③
知
的
財
産
創
造
活
動
を
通
じ

た
教
育
現
場
へ
の
刺
激
と
人

材
の
育
成
。

の
三
つ
の
特
色
を
挙
げ
、
三
大

学
十
一
学
部
三
十
八
学
科
を
擁

す
る
理
工
系
大
学
と
し
て
の
知

的
財
産
へ
の
優
位
性
と
過
去
の

実
績
を
強
く
訴
え
た
。

今
回
の
採
択
に
よ
り
、
知
的

財
産
ス
タ
ッ
フ
の
拡
充
が
確
保

さ
れ
る
の
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
本
学
と
し
て
の
施
策
が
可

能
と
な
り
、
本
年
は
じ
め
に
発

足
し
た
科
学
技
術
交
流
セ
ン
タ

ー
（
九
月
三
十
日
付
承
認
Ｔ
Ｌ

Ｏ
）
の
活
動
と
と
も
に
、
特
許

の
発
掘
や
取
得
な
ら
び
に
研
究

成
果
の
企
業
等
へ
の
技
術
移
転

等
、
知
的
財
産
活
動
は
格
段
に

加
速
さ
れ
る
こ
と
が
確
実
で
、

多
く
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

「大学知財本部整備事業」申請状況 

◎申請機関内訳 

◎総申請数：83件 122機関 単独65、統合8、 
連合10＝注参照 ( )

注：▼単独設置型：一つの機関で知的財産本部を設
置するもの▼統合設置型：平成15年度内に統合
する複数機関で知的財産本部を設置するもの▼
連合設置型：複数の機関で一つの知的財産本部
を設置するもの 

申請機関数 
68 
11 
27 
3 
13 
122

採択機関数 
25 
1 
7 
0 
1 
34

 
国 立 大 学  
公 立 大 学  
私 立 大 学  
国 立 高 専  
共同利用機関  
 合　　計 

数理計画 
最適化理論 

流体力学 
熱気流 
煙性状 

計画数学 
シミュレーション 
待ち行列 

電気工学・計測 
センサ・半導体 
レーザー 

技術基盤 
性能設計 

熱学・熱力学 
伝熱・熱伝導 

燃焼化学 
化学工学 

燃焼生成物の 
吸着・脱離 

心理学 
生理学 

材料力学 

水理学 

人間行動 

都市交通 

決定理論 

行動科学 

安全工学 

法律学・倫理 

統計学 

データベース 

信頼性工学 

システムエンジニアリング 

火災統計・火災 
リスク評価手法 
に関する研究 

火災物理 
化学現象 
に関する研究 

火災時の人間挙動 
（心理・生理・行動） 
に関する研究 

火災安全評価・ 
設計体系の確立 
に関する研究 

拠 
　 点 
　　  内 

全 

　　学 

　　　　内 

● 火災科学に関する全学的研究推進計画 ● 平成15年度文部科学省「21世紀ＣＯＥ
プログラム」と「特色ある大学教育支援
プログラム」に、本学の申請したプログ
ラムがそれぞれ採択された。

教養教育 

実体験学習 地域社会と交流 

豊富なクラブ活動 自然と共にある体育授業 

全人教育 

学寮 

北海道の大自然 

● 総合的な知を育む全人的教養教育 ●
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本
年
一
月
に
発
足
し
た
科
学

技
術
交
流
セ
ン
タ
ー
（
関
根
慶

太
郎
セ
ン
タ
ー
長
）
は
、
九
月

三
十
日
に
「
大
学
等
に
お
け
る

技
術
に
関
す
る
研
究
成
果
の
民

間
事
業
者
へ
の
移
転
の
促
進
に

関
す
る
法
律
」
に
よ
る
承
認
を

受
け
、
い
わ
ゆ
る
「
承
認
Ｔ
Ｌ

Ｏ
」
と
な
っ
た
。
本
年
八
月
に

文
部
科
学
大
臣
及
び
経
済
産
業

大
臣
に
申
請
書
を
提
出
し
、
こ

の
た
び
全
国
で
三
十
五
番
目
の

承
認
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

Ｔ
Ｌ
Ｏ
（
技
術
移
転
機
関：

Technology
L
icensing

O
rganization

）
は
、
教
員

の
研
究
成
果
を
特
許
化
し
、
企

業
へ
技
術
移
転
す
る
組
織
で
あ

り
、
大
学
と
産
業
界
と
を
つ
な

ぐ
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
大
学

の
教
員
か
ら
生
ま
れ
る
研
究
成

果
か
ら
新
規
産
業
を
生
み
出

し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
得
た
収
益

の
一
部
は
研
究
費
と
し
て
研
究

者
に
還
元
す
る
こ
と
に
よ
り
、

研
究
の
一
層
の
活
性
化
を
図
る

「
知
的
創
造
サ
イ
ク
ル
」
に
あ

っ
て
、
産
学
連
携
の
中
核
を
な

す
働
き
を
行
う
組
織
で
あ
る
。

本
学
で
は
、
科
学
技
術
交
流

セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
以
前
は

学
内
Ｔ
Ｌ
Ｏ
を
持
っ
て
い
な
か

っ
た
た
め
、
Ｔ
Ｌ
Ｏ
業
務
は
財

団
法
人
科
学
技
術
振
興
会
に
委

託
し
て
い
た
が
、
現
在
は
こ
れ

ら
全
て
の
業
務
を
科
学
技
術
交

流
セ
ン
タ
ー
へ
移
管
し
た
。
科

学
技
術
交
流
セ
ン
タ
ー
に
は
、

特
許
に
関
す
る
専
門
ス
タ
ッ
フ

を
は
じ
め
企
業
と
の
パ
イ
プ
役

と
な
る
産
学
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
等
の
専
任
の
専
門
員
が
お

り
、
発
明
の
発
掘
か
ら
技
術
移

転
ま
で
の
一
連
の
業
務
を
行
う

体
制
を
整
え
て
い
る
。

こ
の
た
び
承
認
Ｔ
Ｌ
Ｏ
と
な

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
東
京
理
科

大
学
知
的
財
産
本
部
と
の
緊
密

な
連
携
に
よ
り
、
本
法
人
傘
下

の
三
大
学
の
教
員
の
研
究
成
果

か
ら
生
ま
れ
る
知
的
財
産
を
特

許
化
し
、
企
業
へ
積
極
的
に
移

転
し
て
社
会
に
お
け
る
有
効
活

用
を
図
っ
て
い
く
。

っ
た
。

同
ク
ラ
ブ
は
、
今
後
、
科
学

技
術
交
流
セ
ン
タ
ー
と
の
緊
密

な
連
携
を
図
り
本
学
の
知
的
財

産
に
関
わ
る
活
動
全
般
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
と
と
も
に
、
理
窓
会

関
連
団
体
と
し
て
、
同
窓
相
互

の
研
鑽
や
本
学
の
知
財
活
動
や

人
材
育
成
を
組
織
的
に
支
援
す

る
た
め
の
活
動
を
推
進
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

本
学
で
は
科
学
の
基
礎
お
よ

び
そ
の
応
用
に
関
す
る
知
識
・

情
報
の
普
及
と
啓
蒙
を
行
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
科
学
教
養
誌

『
理
大
　
科
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
』

を
月
刊
誌
と
し
て
発
行
し
て
い

ま
す
＝
写
真
。
本
誌
に
は
科
学

教
養
の
記
事
の
ほ
か
、
学
内
の

行
事
や
ト
ピ
ッ
ク
ス
、
学
生
や

同
窓
の
活
躍
、
や
さ
し
い
実
験

法
の
解
説
等
に
つ
い
て
も
掲
載

し
て
い
ま
す
。

講
読
に
つ
き
ま
し
て

は
、
便
利
な
年
間
予
約
購

読
制
度
を
設
け
て
お
り
、

在
学
生
と
ご
父
母
の
皆
様

に
は
、
年
間
購
読
料
六
千

九
百
六
十
円
の
と
こ
ろ
四

千
円（
送
料
は
本
学
負
担
）

で
ご
講
読
い
た
だ
け
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
申
し

込
み
下
さ
い
ま
す
よ
う
、

ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

＊
問
い
合
わ
せ
‥
東
京
理

科
大
学
広
報
課
、
℡
０
３
・

５
２
２
８
・
８
１
０
７
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科
学
技
術
交
流
　
が「
承
認
Ｔ
Ｌ
Ｏ
」に 

セ
ン 

タ
ー 
科
学
技
術
交
流
　
が「
承
認
Ｔ
Ｌ
Ｏ
」に 

セ
ン 

タ
ー 

文
部
科
学
省
の
石
川
研
究
振
興
局
長

か
ら

承
認
証
を
受
け
と
る
塚
本
理
事
長

知
財
活
用
更
な
る
進
展 

科学技術交流センター（承認TLO） 科学技術交流センター（承認TLO） 
神楽坂校舎１号館１階 
E-mail tlo@admin.tus.ac.jp 
℡ ０３（５２２５）１０８９ 
FAX ０３（５２２８）８０９１ 

山口分室 
℡ ０８３６（８８）３５００ 
FAX ０８３６（８８）３４００ 

諏訪分室 
℡ ０２６６（７３）１２０１ 
FAX ０２６６（７３）１２３０ 

科学技術交流センターでは、以下のような活動を行っています。 
お気軽にお問い合わせ下さい。 

①本学教員の発明から生まれる特許等の権利化を目的 
　とした研究成果等の発掘 
②特許等出願の手続支援、権利化 
③民間事業者への技術移転 
④民間事業者に対する技術及び経営に関する相談 
⑤受託研究、共同研究の受入れ 
⑥ベンチャー起業の支援 

センター長　関根　慶太郎 

分室長　森　　克己 

分室長　谷　　辰夫 

場
　
　
　
所 

「
理
窓
知
的
財
産
ク
ラ
ブ
」
発
足 

こ
の
た
び
、
弁
理
士
、
特
許

庁
や
企
業
の
知
的
財
産
部
門
勤

務
者
等
知
的
財
産
に
関
わ
る
業

務
に
携
わ
る
本
学
卒
業
生
が

「
理
窓
知
的
財
産
ク
ラ
ブ
」
を

設
立
し
、
七
月
十
五
日
に
森
戸

記
念
館
で
設
立
大
会
を
開
催
し

た
。当

日
は
趣
旨
に
賛
同
し
た
関

係
卒
業
生
、
本
学
関
係
者
等
約

百
五
十
人
が
参
加
し
、
冒
頭
、

本
会
の
会
長
に
就
任
し
た
産
形

来春４月開設予定 

総合科学技術経営研究科 
設置申請　記念シンポジウム 

来春４月開設予定 

【問い合わせ先】シンポジウムの問い合わせ、資料ご請求は 
専門職大学院準備室　�０３（５２２８）８７３６まで 

10月25日（土） 
14時～17時 

12月13日（土） 
13時～17時 

講演会とパネルディスカッション「21世紀
に期待されるMOT人材」 
基調講演「これからの科学技術推進戦略」
永松荘一氏（内閣府大臣官房審議官・
科学技術政策担当） 
＜場所＞日本出版クラブ会館 

記念講演会 
森　健一氏（前東芝テック社長） 
伊丹敬之氏（一橋大学大学院教授） 
＜場所＞科学技術館サイエンスホール 

月
刊
・
科
学
教
養
誌 

『
理
大
　

科
学
フ
ォ
ー
ラ 

ム
』
予
約
購
読
ご
案
内 

薬
学
部
の
一
期
、
二
期
の
卒

業
生
が
中
心
に
な
り
十
六
年
前

に
設
立
さ
れ
た
薬
学
部
同
窓
会

は
、
薬
学
部
が
卒
後
教
育
の
一

環
と
し
て
主
催
す
る
「
薬
学
講

座
」
の
共
催
、
ま
た
特
徴
あ
る

正
規
科
目
と
し
て
他
の
薬
系
大

学
に
も
知
ら
れ
て
い
る
「
実
践

社
会
薬
学
」
へ
の
講
師
派
遣
な

ど
、
活
発
に
活
動
を
続
け
て
い

る
。
塚
本
理
事
長
の
提
案
に
薬

学
部
同
窓
会
も
賛
同
し
、
七
月

二
十
六
日（
土
）午
後
、
薬
学
部

同
窓
生
を
対
象
と
し
た
野
田
新

校
舎
見
学
会
が
移
転
後
の
お
披

露
目
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
北

海
道
、
福
井
、
山
口
な
ど
の
遠

方
も
含
め
多
く
の
卒
業
生
が
、

ま
た
既
に
退
職
し
た
先
生
方
も

数
人
が
出
席
さ
れ
た
。

最
初
に
、
五
百
人
収
容
可
能

な
一
三
一
一
教
室
で
理
事
長
、

黒
崎
浩
巳
薬
学
部
同
窓
会
長
の

挨
拶
、
武
田
薬
学
部
長
、
各
施

設
担
当
者
か
ら
新
薬
学
部
の
説

明
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
に
自
由

見
学
、
最
後
に
懇
親
会
が
開
か

れ
た
。

自
由
見
学
会
で
は
講
義
室
、

実
習
室
、
ゲ
ノ
ム
創
薬
研
究
セ

ン
タ
ー
な
ど
校
舎
内
要
所
に
薬

学
部
教
員
が
説
明
員
と
し
て
立

ち
、
見
学
者
の
熱
心
な
質
問
に

対
応
し
た
。
薬
剤
師
教
育
の
充

実
を
目
的
と
し
て
移
転
に
際
し

て
新
設
さ
れ
た
医
療
薬
学
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
最
新
設

備
を
前
に
、
病
院
薬
剤
師
と
し

て
の
自
分
の
仕
事
を
子
供
に
説

明
す
る
卒
業
生
や
、
昔
と
大
き

く
異
な
り
充
実
し
た
薬
剤
師
教

育
の
現
状
に
驚
く
卒
業
生
が
見

受
け
ら
れ
た
。
懇
親
会
に
も
多

く
の
卒
業
生
が
出
席
し
、
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
い
た
。

野田新校舎で見学会・懇親会 
薬学部同窓生ら楽しいひととき 

全
キ
ャ
ン
パ
ス
屋
内
禁
煙
実
現 

平
成
十
五
年
後
期
か
ら
、
神
楽
坂
キ
ャ
ン
パ
ス
建
物

内
が
原
則
禁
煙
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
東
京
理

科
大
学
の
全
て
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
建
物
内
の
禁
煙
が
実

現
し
ま
し
た
。
健
康
で
安
全
な
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を

お
く
れ
る
よ
う
に
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、
「
煙
草
か
ら
の
卒

業
」
を
、
全
力
で
支
援
し
ま
す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

会長に産形和央氏

「理窓知財ク」設立大会で
挨拶する産形会長

野田新校舎内食堂で開催された懇親会

和
央
氏
（
弁
理
士
・
岡
部
国
際

特
許
事
務
所
副
所
長
）
が
「
知

的
財
産
に
関
わ
る
卒
業
生
が
そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
の
業
務
を

通
じ
て
母
校
に
貢
献
し
た
い
」

と
挨
拶
し
た
。
ま
た
元
特
許
庁

長
官
で
内
閣
官
房
知
的
財
産
戦

略
推
進
事
務
局
長
を
務
め
る
荒

井
寿
光
氏
に
よ
る
記
念
講
演
、

本
法
人
塚
本
理
事
長
の
祝
辞
な

ど
が
続
き
、
本
会
の
設
立
を
祝
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平
成
十
五
年
十
月
一
日
付
で

補
職
等
の
異
動
が
発
令
さ
れ
、

理
学
部
第
一
部
学
部
長
に
応
用

化
学
科
の
金
元
哲
夫
教
授
が
就

任
し
た
。
十
月
一
日
現
在
の
主

な
補
職
等
の
状
況
は
次
の
と
お

り
。

▽
理
学
部
第
一
部
学
部
長
（
兼

大
学
院
理
学
研
究
科
長
）
＝
金

元
哲
夫
教
授
▽
理
学
部
第
二
部

学
部
長
＝
新
妻
弘
教
授
▽
工
学

部
第
一
部
学
部
長
（
兼
大
学
院

工
学
研
究
科
）
＝
本
阿
弥
眞
治

教
授
▽
工
学
部
第
二
部
学
部

長
＝
直
井
英
雄
教
授
▽
薬
学
部

長
（
兼
大
学
院
薬
学
研
究
科

長
）
＝
武
田
健
教
授
▽
理
工
学

部
長
＝
瀬
戸
裕
之
教
授
▽
大
学

院
理
工
学
研
究
科
長
＝
井
口
道

雄
教
授
▽
基
礎
工
学
部
長
（
兼

大
学
院
基
礎
工
学
研
究
科
長
）

＝
渡
辺
恒
夫
教
授
▽
長
万
部
教

養
部
長
＝
恩
田
邦
藏
教
授
▽
経

営
学
部
長
（
兼
大
学
院
経
営
学

研
究
科
長
）
＝
井
上
洋
教
授
▽

生
命
科
学
研
究
所
長
（
兼
大
学

院
生
命
科
学
研
究
科
長
）
＝
東

隆
親
教
授
▽
学
生
部
長
＝
堀
部

安
一
教
授
▽
学
生
部
副
部
長
＝

（
神
楽
坂
）
金
刺
亮
介
教
授
・

（
野
田
）
小
中
原
猛
雄
教
授
・

（
久
喜
）
鈴
木
寛
次
教
授
▽
図

書
館
長
＝
植
木
正
彬
教
授
▽
総

合
研
究
所
長
＝
石
井
忠
浩
教
授

私
学
の
財
源
は
、
そ
の
大
部

分
を
学
生
納
付
金
収
入
と
補
助

金
収
入
に
依
存
し
て
お
り
、
本

学
に
お
い
て
も
、
学
生
納
付
金

収
入
は
帰
属
収
入
の
七
八
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
今
後
は
さ
ら

に
外
部
資
金
の
導
入
な
ど
学
生

納
付
金
以
外
の
積
極
的
な
収
入

増
を
図
る
一
方
で
、
既
定
経
費

以
外
の
不
要
・
不
急
な
支
出
は

極
力
抑
え
る
な
ど
の
自
助
努
力

を
重
ね
、
財
政
基
盤
の
安
定
化

を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。本

学
で
は
、
教
育
研
究
活
動

の
更
な
る
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
魅
力
あ
る
大
学
を
実
現
す

る
た
め
、
神
楽
坂
・
野
田
地
区

の
再
構
築
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
財
源
は
す
べ
て
自
己
資
金

で
賄
う
こ
と
で
長
期
予
算
が
策

定
さ
れ
て
お
り
、
財
政
の
長
期

安
定
化
を
確
立
す
る
た
め
に

は
、
学
費
改
定
に
よ
り
学
生
納

付
金
の
増
収
を
図
り
た
い
と
こ

ろ
で
す
が
、
父
母
・
学
生
の
経

済
的
負
担
に
極
力
考
慮
し
、
平

成
十
六
年
度
新
入
学
生
に
対
す

る
学
費
は
、
薬
学
部
を
除
き
据

え
置
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

東
京
理
科
大
学
薬
学
部
に
お

い
て
は
、
最
先
端
の
生
命
薬
学

を
標
榜
し
、
生
命
、
創
薬
、
医

療
、
環
境
衛
生
分
野
の
科
学
を

連
携
、
統
合
し
て
い
く
方
針
を

掲
げ
高
度
医
療
薬
剤
師
の
育
成

を
踏
ま
え
、
新
生
薬
学
部
を
構

築
す
る
た
め
野
田
キ
ャ
ン
パ
ス

へ
移
転
し
、
格
段
に
施
設
を
充

実
さ
せ
た
こ
と
に
よ
り
、
「
表

１
」
の
と
お
り
、
平
成
十
六
年

度
新
入
学
生
の
施
設
設
備
費
を

平
成
十
五
年
度
新
入
学
生
と
比

べ
て
十
万
円
増
額
改
定
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

（
今
回
の
学
費
改
定
は
、
平

成
十
六
年
度
新
入
学
生
に
対
し

て
実
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

在
学
生
の
学
費
は
改
定
さ
れ
ま

せ
ん
）

平
成
16
年
度
新
入
学
生
に
対
す
る 

学
費
に
つ
い
て 

平
成
16
年
度
新
入
学
生
に
対
す
る 

学
費
に
つ
い
て 

学
校
法
人
東
京
理
科
大
学
理
事
会 

薬
学
部
を
除 

き
据
え
置
き 

【５】 平成１６年度 諏訪東京理科大学 入学学費 

○上記の他、学生傷害共済補償費を徴収する 
○平成１６年度入学学費は、前年度据え置きである 
○施設設備費は、入学年次のみ納入する 
○修士：学校法人東京理科大学の設置する大学を卒業し、山口東京理科大学大学院修士課程に

進学する者は、入学金および施設設備費を半額免除とする 
○博士：学校法人東京理科大学の設置する大学の卒業者又は大学院修士課程の修了者で、山口

東京理科大学大学院博士後期課程に進学する者は、入学金および施設設備費を全額免
除し、実験実習費を半額とする。さらに授業料を半額免除とする制度がある 

○上記の他、学生傷害共済補償費を徴収する 
○平成１６年度入学学費は、前年度据え置きである 

【４】 平成１６年度 山口東京理科大学大学院 入学学費 

【３】 平成１６年度 山口東京理科大学 入学学費 

○上記の他、学生傷害共済補償費を徴収する 

第
一
部 

理
学
部 

第
一
部 

工
学
部 

工
学
部 

基
　
礎 

学
部 

経
営 

第
二
部 

工
学
部 

理
　
工
　
学
　
部 

第
二
部 

理
学
部 

薬
学
部 

２８０,０００ 

３５０,０００ 

２８０,０００ 

２８０,０００ 

１,３２５,０００ 

１,３８５,０００ 

１,３９２,０００ 

２,０７０,０００ 

１,３８５,０００ 

１,４１１,０００ 

１,４００,０００ 

１,３９３,０００ 

１,４１５,０００ 

１,４３４,０００ 

１,４６１,０００ 

１,４６７,０００ 

１,４５０,０００ 

１,４４２,０００ 

１,４３０,０００ 

１,５１５,０００ 

１,２７９,０００ 

７１５,０００ 

７６４,０００ 

７７５,０００ 

８１０,０００ 

８２５,０００ 

０ 

６０,０００ 

６７,０００ 

９５,０００ 

６０,０００ 

８６,０００ 

７５,０００ 

３８,０００ 

６０,０００ 

７９,０００ 

８６,０００ 

９２,０００ 

７５,０００ 

８７,０００ 

７５,０００ 

７５,０００ 

３４,０００ 

０ 

４９,０００ 

６０,０００ 

６０,０００ 

７５,０００ 

２３０,０００ 

５４０,０００ 

２３０,０００ 

２６０,０００ 

２８０,０００ 

２６０,０００ 

３０５,０００ 

２３０,０００ 

１０５,０００ 

１１０,０００ 

８１５,０００ 

１,０８５,０００ 

８１５,０００ 

８１５,０００ 

８１５,０００ 

７１５,０００ ３００,０００ 

４７０,０００ 

５００,０００ 

数 学 科  
数理情報科学科 
物 理 学 科  
応用物理学科  
化 学 科  
応 用 化 学 科  

薬 学 科  
製 薬 学 科  

建 築 学 科  
経 営 工 学 科  

工 業 化 学 科  

電 気 工 学 科  
機 械 工 学 科  

数 学 科  

物 理 学 科  
建 築 学 科  

経 営 工 学 科  

情 報 科 学 科  

応用生物科学科 

土 木 工 学 科  

経 営 学 科  

数 学 科  

物 理 学 科  

化 学 科  

建 築 学 科  
経 営 工 学 科  

電 気 工 学 科  

工 業 化 学 科  

電子応用工学科 

材 料 工 学 科  

生 物 工 学 科  

電気電子情報工学科 
機 械 工 学 科  

２９０,０００ １,２８５,０００ ６５,０００ ２００,０００ ７３０,０００ 
電 子 ・ 情 報  
工 学 科  
物 質 ・ 環 境  
工 学 科  

１４０,０００ 

１４０,０００ 

３２０,０００ 

２８０,０００ 

１,３０１,０００ 

１,３８４,０００ 

１,３８４,０００ 

１,３０１,０００ 
１,３２３,０００ 
１，３６９,０００ 

１,３６９,０００ 

１,３８４,０００ 

１,０４０,０００ 

８１,０００ 

１６４,０００ 

１６４,０００ 

１,３６９,０００ １４９,０００ 

１,３８５,０００ １６５,０００ 

８１,０００ 
１０３,０００ 
１４９,０００ 

１,３０１,０００ 
１，３６９,０００ 

８１,０００ 
１４９,０００ 

１,３０１,０００ 
１，３６９,０００ 

８１,０００ 
１４９,０００ 

１４９,０００ 

１６４,０００ 

１,３６９,０００ 

１,３８４,０００ 

１４９,０００ 

１６４,０００ 

２０,０００ 

２４０,０００ 

２４０,０００ 

１００,０００ 

７００,０００ 

２８０,０００ ２４０,０００ ７００,０００ 

２８０,０００ ２４０,０００ ７００,０００ 

２８０,０００ ２４０,０００ ７００,０００ 

７００,０００ 

６４０,０００ 

１,３８５,０００ １６５,０００ ２４０,０００ ７００,０００ 

数 学 専 攻  

物 理 学 専 攻  

化 学 専 攻  

理数教育専攻  

薬 学 専 攻  

経 営 学 専 攻  

生命科学専攻  

経営工学専攻  
機械工学専攻  

情報科学専攻  
建 築 学 専 攻  
電気工学専攻  
経営工学専攻  
機械工学専攻  
土木工学専攻  

建 築 学 専 攻  
電気工学専攻  

工業化学専攻  

数 学 専 攻  

物 理 学 専 攻  

応用生物科学専攻 
工 業 化 学 専 攻  

電子応用工学専攻 
材 料 工 学 専 攻  

生物工学専攻  
２８０,０００ 

２８０,０００ 

２８０,０００ 

研
究
科 

薬
　
学 

研
究
科 

経
営
学 

工
学
部 

基
　
礎 

○上記の他、学生傷害共済補償費を徴収する 
○平成１６年度入学学費は、前年度据え置きである。 

２８０,０００ １,４１０,０００ ７０,０００ ２６０,０００ ８００,０００ 

２８０,０００ １,２２０,０００ ４０,０００ ２００,０００ ７００,０００ 

工

学

部 

シ
ス
テ
ム 

２８０,０００ １,３２９,０００ １４９,０００ ２００,０００ ７００,０００ 

研

究

科 

生
命
科
学 

研
究
科 

工
　
学 

研

究

科 

基
礎
工
学 

研

究

科 

基
礎
工
学 

学

部

 

経
営
情
報 

理
学
研
究
科 

理
工
学
研
究
科 

経営情報学科  

基礎工学専攻  

電子システム  
工 学 科  
機械システム  
デザイン工学科 

学部 学　　　科 入　学　金 授　業　料 施設設備費 実験実習費 合　　　計 

研究科 専　　　攻 入　学　金 授　業　料 施設設備費 実験実習費 合　　　計 

学部 学　　　科 入　学　金 授　業　料 施設設備費 実験実習費 合　　　計 

 
研究科 専　　　攻 入　学　金 授　業　料 施設設備費 実験実習費 合　　　計 

学部 学　　　科 入　学　金 授　業　料 施設設備費 実験実習費 合　　　計 

【注】①理学研究科数学専攻の実験実習費は、応用解析学および統計学（確率論を除く）専攻者の
み納入する 
②理学研究科物理学専攻および理数教育専攻、理工学研究科物理学専攻の実験実習費欄
の上段は理論系、下段は実験系を表す 

③理学研究科理数教育専攻の２年次学費は、履修形態により異なる 
 

○上記の他、学生傷害共済補償費を徴収する 
○平成１６年度入学学費は、前年度据え置きである 
○施設設備費は、入学年次のみ納入する 
○修士：学校法人東京理科大学の設置する大学を卒業し、東京理科大学大学院修士課程に進学

する者は、入学金および施設設備費を半額免除とする 
○博士：学校法人東京理科大学の設置する大学の卒業者又は大学院修士課程の修了者で、東京

理科大学大学院博士後期課程に進学する者は、入学金および施設設備費を全額免除し、
実験実習費を半額とする。さらに授業料を半額免除とする制度がある 

 

 

【１】 平成１６年度　東京理科大学　入学学費 
○本表は、初年度納入を要する入学学費を示す 
○２年次以降の授業料および施設設備費は、１年次と同額である 
○２年次以降の実験実習費は、各専攻等により異なることがある （単位：円）  

 

○本表は、初年度納入を要する入学学費を示す 
○２年次以降の授業料および施設設備費は、１年次と同額である 
○２年次以降の実験実習費は、各専攻等により異なることがある （単位：円） 

 （単位：円） 

 

 

○本表は、初年度納入を要する入学学費を示す 
○２年次以降の授業料および施設設備費は、１年次と同額である 
○２年次以降の実験実習費は、各専攻等により異なることがある （単位：円） 

 

 

【２】 平成１６年度　東京理科大学大学院　入学学費 
（単位：円） 

 

 

補
職
人
事（
10
月
１
日
付
） 
▽
情
報
科
学
教
育
・
研
究
機
構

長
＝
大
矢
雅
則
教
授
▽
学
長
補

佐
＝
鈴
木
公
教
授
・
菊
池
正
紀

教
授

◆

新
任
の
金
元
哲
夫
・
理
学
部

第
一
部
学
部
長
の
就
任
の
挨
拶

を
次
に
掲
載
す
る
。

汗
を
流
し
て
、
実
行
に
移
す
こ

と
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
生
諸
君
に
も
一

言
。
新
し
い
時
代
は
、
君
達
に

か
か
っ
て
い
ま
す
。
基
礎
学
力

を
充
分
に
養
い
、
幅
広
い
人
間

性
を
身
に
つ
け
た
新
し
い
時
代

の
知
的
エ
リ
ー
ト
と
し
て
活
躍

し
て
ほ
し
い
と
、
私
ど
も
教
職

員
は
願
っ
て
い
ま
す
。

理
学
部
第
一
部
　

新
学
部
長
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ 

理
学
部
第
一
部
　

新
学
部
長
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ 

基
礎
を
養
い
幅
広
い
人
間
性
を 

理
学
部
第
一
部
学
部
長
　
金
元
　
哲
夫 

間
も
な
く
創
立
百
二
十
五
周

年
を
迎
え
る
本
学
は
、
こ
れ
ま

で
日
本
経
済
の
発
展
と
い
う
追

い
風
の
中
で
発
展
を
続
け
、
産

業
界
、
教
育
界
な
ど
に
多
数
の

有
為
な
人
材
を
送
り
出
す
こ
と

で
、
高
い
評
価
を
受
け
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
少
子
化
が
進

行
す
る
中
、
平
成
十
六
年
に
は

国
立
大
学
の
独
立
行
政
法
人
化

を
控
え
、
大
学
間
の
生
き
残
り

を
賭
け
た
競
争
は
ま
す
ま
す
激

し
く
な
り
、
教
育
と
研
究
に
輝

く
大
学
の
み
が
存
在
価
値
を
認

め
ら
れ
る
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
環
境
に

対
応
す
べ
く
、
神
楽
坂
地
区
で

は
数
年
前
よ
り
理
学
部
、
工
学

部
の
一
、
二
部
の
四
学
部
長
を

中
心
に
幾
つ
か
の
合
同
委
員
会

が
組
織
さ
れ
、
そ
こ
で
は
教

育
・
研
究
環
境
の
整
備
と
充
実

に
関
わ
る
ハ
ー
ド
面
の
再
構
築

案
と
教
育
・
研
究
方
法
な
ど
ソ

フ
ト
面
の
改
善
策
を
検
討
し
、

そ
の
実
行
案
な
ど
が
学
長
に
答

申
さ
れ
、
教
授
会
な
ど
で
も
議

論
し
て
き
ま
し
た
。

神
楽
坂
地
区
の
ハ
ー
ド
面
の

再
構
築
は
す
で
に
ス
タ
ー
ト

し
、
旧
薬
学
部
の
５
号
館
跡
に

建
設
中
の
新
５
号
館
に
は
、
化

学
系
四
学
科
の
研
究
室
が
移
転

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
ハ
ー
ド
面
の
再
構

築
は
、
問
題
山
積
み
の
中
で
一

歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
今
後

の
課
題
は
「
神
楽
坂
地
区
の
将

来
計
画
」
と
し
て
検
討
さ
れ
て

き
た
教
育
・
研
究
の
ソ
フ
ト
面

に
関
わ
る
改
善
策
を
、
全
員
が

平
成
14
年
度 

私
学
助
成 

総
額
前
年
比
約
52
億
円
増 

本
学
　
は
33
億
5200
万
円 

法
人 

全
体 

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済

事
業
団
は
九
月
二
十
五
日
、
私

立
大
学
・
短
大
・
高
専
に
対
す

る
平
成
十
四
年
度
の
補
助
金
交

付
状
況
を
発
表
し
た
。

東
京
理
科
大
学
で
は
、
三
〇

億
一
八
〇
〇
万
円
、
山
口
東
京

理
科
大
学
は
二
億
三
六
〇
〇
万

星
野
修
先
生
に
名
誉
教
授
称
号 

東
京
理
科
大
学
は
、
永
年
に

わ
た
り
本
学
の
教
育
・
研
究
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
、
多
く
の
功

績
を
挙
げ
ら
れ
た
星
野
修
先
生

に
名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
し

た
。

◇
平
成
15
年
６
月
19
日
付

星
野
　
　
修
　
67
歳

薬
学
部
嘱
託
教
授
　

九
州
大
学
大
学
院
薬
学

研
究
科
修
士
課
程
修
了

昭
和
四
十
一
年
に
着
任
以
来
、

三
十
五
年
間
に
わ
た
り
在
職
さ

れ
た
。
薬
学
部
長
や
常
務
理
事

な
ど
多
く
の
役
職
を
歴
任
。
専

門
は
イ
ソ
キ
ノ
リ
ン
ア
ル
カ
ロ

イ
ド
お
よ
び
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
科
ア

ル
カ
ロ
イ
ド
の
全
合
成
研
究
で

あ
る
。

円
、
諏
訪
東
京
理
科
大
学
は
九

八
〇
〇
万
円
で
、
学
校
法
人
全

体
で
は
三
三
億
五
二
〇
〇
万
円

と
な
っ
た
。

補
助
金
は
、
教
職
員
数
や
学

生
数
な
ど
に
応
じ
た
一
般
補
助

に
、
高
度
な
研
究
・
教
育
内
容

な
ど
を
助
成
す
る
特
別
補
助
が

上
乗
せ
さ
れ
配
分
さ
れ
る
。

全
国
の
私
立
学
校
に
対
す
る

補
助
金
総
額
は
、
約
三
一
四
六

億
四
〇
〇
〇
万
円
で
前
年
度
よ

り
お
よ
そ
五
一
億
七
〇
〇
〇
万

円
増
と
な
り
過
去
最
高
と
な
っ

た
。補

助
金
が
交
付
さ
れ
た
の
は

大
学
で
は
四
六
四
校
（
昨
年
度

四
五
〇
校
）
で
、
一
校
当
た
り

の
交
付
額
は
約
六
億
三
五
六
万

円
と
な
り
、
学
生
一
人
当
た
り

に
換
算
す
る
と
、
一
六
万
六
〇

〇
〇
円
と
な
り
前
年
度
比
二
・

五
％
増
と
な
っ
た
。

平成１４年度私大補助金 ● 交付額　　　上位２０校 ● 

（　）内の数字は前年度順位／単位億円 

日 本 大  
慶 應 義 塾 大  
早 稲 田 大  
東 海 大  
北 里 大  
昭 和 大  
近 畿 大  
立 命 館 大  
東京女子医科大 
東京慈恵会医科大 
日 本 医 科 大  
中 央 大  
東 京 医 科 大  
福 岡 大  
順 天 堂 大  
自 治 医 科 大  
東 京 理 科 大  
明 治 大  
聖マリアンナ医科大 
埼 玉 医 科 大  

１２０.８ 
１０２.３ 
９７.７ 
５３.９ 
５２.０ 
４２.５ 
４２.４ 
４０.８ 
３７.４ 
３６.５ 
３５.６ 
３４.４ 
３３.２ 
３１.９ 
３１.４ 
３０.８ 
３０.１ 
２８.８ 
２８.０ 
２７.７ 

星野　修先生
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現
在
の
社
会
情
勢
は
、
景
気

回
復
の
兆
し
が
囁
か
れ
て
い
る

も
の
の
、
経
済
情
勢
の
低
迷
か

ら
依
然
と
し
て
出
口
の
見
え
な

い
閉
塞
感
に
覆
わ
れ
て
お
り
、

雇
用
環
境
も
厳
し
い
採
用
状
況

で
推
移
し
て
い
る
。
企
業
は
体

質
を
強
化
す
る
た
め
経
営
構
造

の
改
革
を
図
る
こ
と
に
よ
り
市

場
競
争
力
を
高
め
る
努
力
を
し

て
お
り
、
新
卒
採
用
者
を
「
将

来
は
企
業
の
中
枢
を
担
う
人

材
」
の
確
保
と
し
て
位
置
付
け
、

実
力
主
義
・
厳
選
主
義
を
堅
持

し
て
い
る
。

本
年
度
の
就
職
状
況
は
前
年

度
に
比
べ
て
さ
ら
に
早
期
化
・

長
期
化
の
様
相
を
呈
し
て
お

り
、
一
月
か
ら
会
社
説
明
会
が

開
始
さ
れ
、
面
接
・
採
用
試
験

は
四
月
下
旬
に
最
盛
期
を
迎
え

た
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
就
職
活
動
が
主
流
に
な

り
つ
つ
あ
る
が
、
ミ
ス
マ
ッ
チ

を
防
ぐ
意
味
で
も
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

訪
問
、
企
業
訪
問
等
に
よ
り
、

生
の
情
報
を
自
分
の
目
で
確
認

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

さ
て
、
本
年
度
、
本
学
に
対

す
る
求
人
会
社
数
は
別
表
の
と

お
り
三
千
七
百
七
社
（
十
月
一

日
現
在
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
を
業
種
別
に
み
る
と
、
卸
・

小
売
業
が
一
五
％
減
、
情
報
産

業
が
一
一
％
減
な
ど
総
じ
て
減

少
傾
向
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
求
人
活

動
が
大
手
企
業
を
中
心
に
実
施

さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
り
、
今

後
さ
ら
に
Ｉ
Ｔ
に
よ
る
求
人
が

加
速
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
都
道
府
県
別
で
は
、
大

都
市
圏
、
地
方
と
も
微
減
と
な

っ
て
い
る
＝
別
表
参
照
。
こ
の

よ
う
な
状
況
下
、
多
数
の
採
用

内
定
報
告
が
あ
り
、
本
年
度
の

就
職
戦
線
は
終
盤
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
る
。

次
年
度
、
新
た
に
就
職
活
動

を
迎
え
る
学
生
諸
君
に
対
し
て

六
月
下
旬
の
「
第
一
回
進
路
ガ

イ
ダ
ン
ス
」
に
続
い
て
第
二
・

三
回
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
「
就

職
マ
ナ
ー
・
面
接
講
習
会
」 「

職
業
適
性
検
査
・
Ｓ
Ｐ
Ｉ
検

査
」
等
の
各
種
模
擬
試
験
、

「
企
業
研
究
セ
ミ
ナ
ー
」
を
予

定
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
行
事

に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
就

職
（
進
路
）
観
を
醸
成
し
積
極

的
な
就
職
活
動
を
展
開
し
て
ほ

し
い
。
学
生
諸
君
に
よ
る
就
職

課
・
就
職
相
談
室
の
積
極
的
な

活
用
を
期
待
し
ま
す
。

2003年（平成15年） 10月24日（金）（ 4 ）

４
月
下
旬
ピ
ー
ク
に 
４
月
下
旬
ピ
ー
ク
に 

平
成
15
年
度 

就
職
活
動 

早
期
・
長
期
化
に
拍
車 

平成１５年 秋・冬　生涯学習センターの公開講座　受講受付中 平成１５年 秋・冬　生涯学習センターの公開講座　受講受付中 

３０人 

８０人 

２１人 

各２０人 

各２０人 

各１２人 

２回 

８回 

１回 

各６回 

各１１回 

各７回 

１１／１１～１１／１８ 

１０／１２～１２／７ 

１１／２９ 

１０／２８～１２／２ 

１０／２８～１２／２ 

１０／２３～１２／４ 

１,５００～ ２,５００ 

９,０００ 

各１５,０００ 

各３３,０００ 

各１６,０００ 

２,５００～ ３,０００ 

スポーツの可能性 

教員採用試験対策講座　－３生年準備コース－ 

人を動かす「話の共学」講座 

“初めてのTOEIC”チャレンジクラス 

TOEICパワーアップクラス 

会話で身に付けるTOEICリスニングクラス 

神楽坂 

５０人 １回 １２／１３ ３,０００～ ３,５００ 日本酒の科学 神楽坂 

神楽坂 

神楽坂 

神楽坂・野田・久喜 

神楽坂・野田 

神楽坂・野田 

本学学生向けには下記の講座を用意しています。TOEICについては今期より講座を充実させました。TOEICは、ビジネスコミュニケーシ 
ョン能力を測定するグローバルスタンダードとして世界５０カ国で採用されており、多くの企業で人事基準として取り入れられています。 

生涯学習センターの公開講座をご存知ですか？　資格取得・試験対策講座から一般講座・教養講座まで、幅広い分野の講座を開講しています。 
本学卒業生・維持会員・本学学生・本学教職員には受講料の割引制度もあります。講座の詳細は、ホームページまたはパンフレットでご確認下さい。 

日　　　程 

３０人 

３０人 

５０人 

３０人 

３０人 

６０人 

５０人 

５０人 

２２回 

１８回 

５回 

５回 

４回 

３回 

６回 

２日間 

１０／１０～１６／１／９ 

１０／８～１６／１／１４ 

１１／１～１２／６ 

９／２０～１０／１１ 

詳細はHPでご確認ください 

詳細はHPでご確認ください 

１０／１８～１１／２９ 

１１／１～１２／１３ 

１０／４～１２／６ 

１１／１５～１１／２９ 

１３０,０００～１７０,０００ 

１００,０００～１３０,０００ 

１６,０００～ ２０,０００ 

１０,０００～ ２０,０００ 

７,０００～ １０,０００ 

４,０００～ ６,０００ 

５,５００～ ８,０００ 

３,０００～ ４,０００ 

８,０００～ １２,０００ 

８,０００～ １２,０００ 

回数 定員 受講料 校　舎 講　　座　　名　　称 

　●資格取得支援講座 

　●プロフェッショナルのためのリフレッシュ講座 

　●一般講座 

　●地域のみなさまと共に学ぶ教養講座 

　●理科大生のための講座 

気象予報士試験対策講座（学科コース）※ 

気象予報士試験対策講座（実技コース）※ 

公害防止管理者試験対策講座（水質１種コース） 

危険物取扱者試験対策講座（神楽坂） 

最進素材セミナー　３コース 

漢方の薬物書にみられる病の見方と治療法 

ポップスで英語を学ぼう（秋冬期） 

生活習慣病予防のための健康づくり＜その理論と実技＞ 

浮世絵の理系的な見方 

分析科学セミナー　３コース 

神楽坂 

神楽坂 

神楽坂 

神楽坂 

神楽坂 

神楽坂 

神楽坂 

神楽坂 

神楽坂 

野　田 

［注］※印は厚生労働省の教育訓練給付制度指定講座／途中から受講できる講座もあります。お問い合わせを／この他にも順次講座を開講し、随時ホームページ等でお知らせします 

東京理科大学生涯学習センター　℡０３（３２６７）９４６２    FAX ０３（３２６７）２０４８　URL  http://www.tus.ac.jp/shougai/

農 林 ・ 水 産 業  
鉱 業  
建 設  
設 備 工 事  
設計・土木コンサルタント 
食 料 品  
繊 維 ・ 衣 料  
木材・木製品・家具  
パルプ・紙・紙加工  
新 聞 ・ 出 版  
印 刷 ・ 同 関 連 産 業  
化 学 工 業  
医 薬 ・ 化 粧 品  
石 油 ・ 石 炭 製 品  
ゴ ム ・ 皮 革 製 品  
窯 業 ・ 土 石 製 品  
鉄 鋼  
金 属 製 品  
非 鉄 ・ 金 属 製 品  
一 般 機 械 器 具  
精 密 機 械 器 具  
電 気 機 械 器 具  
輸 送 用 機 械 器 具  
そ の 他 の 製 造 業  
商 社  
卸 ・ 小 売  
百貨店・スーパー  
自 動 車 販 売  
外 食 産 業  
銀 行 ・ 信 託  
金庫・信用組合・その他の金融 
証 券 ・ 商 品 取 引  
保 険  
不 動 産  
運 輸 ・ 通 信  
電気・ガス・水道・熱供給業 
※1教　育：大　　学 
※2そ の 他 の 教 育 
情 報 産 業  
放 送 ・ 広 告  
医 療 ・ 保 健 業  
学 術 研 究 機 関  
非 営 利 団 体  
その他のサービス  
そ の 他  
合 計  

平成１５年度　求人会社数 （１０月１日現在） 

※1 事務職員 
※2 塾・予備校等教育産業 
●求人会社数には、教員・公務員は含まない。 

３ 
３ 

１４３ 
１０６ 
４５ 
４７ 
２２ 
１８ 
２４ 
３６ 
１８ 
８９ 
７６ 
３３ 
１５ 
３２ 
１８ 
５５ 
２６ 
１６０ 
８１ 
２９３ 
７７ 
４１ 
３１ 
４２９ 
４１ 
２２ 
３５ 
２３ 
３５ 
３５ 
１１ 
５４ 
５８ 
１４ 
９ 
４４ 
９５３ 
５４ 
１７６ 
８ 
４１ 
１７１ 
２ 

３７０７ 

３３ 
１８ 
１２ 
１５ 
１１ 
１１ 
１７ 
５２ 
４１ 
５２ 
１１０ 
７３ 

１９２０ 
２８５ 
５１ 
３３ 
２７ 
２３ 
３６ 
８６ 
１８ 
１０６ 
１５７ 
１３ 
１０ 
２８ 
２０６ 
４４ 
１ 
４ 
６ 
８ 
１８ 
５０ 
１４ 
７ 
１３ 
１１ 
１１ 
３２ 
３ 
６ 
５ 
６ 
４ 
１０ 
１０ 

３７０７ 

北海道  
青森県  
岩手県  
宮城県
秋田県  
山形県  
福島県  
茨城県  
栃木県
群馬県  
埼玉県  
千葉県  
東京都  
神奈川県 
新 潟県  
富山県  
石川県  
福井県
山梨県  
長野県  
岐阜県  
静岡県
愛知県  
三重県  
滋賀県  
京都府  
大阪府  
兵庫県  
奈良県  
和歌山県 
鳥 取県
島根県  
岡山県  
広島県  
山口県  
徳島県
香川県  
愛媛県  
高知県  
福岡県  
佐賀県  
長崎県  
熊本県  
大分県  
宮崎県  
鹿児島県 
沖 縄県  
合 計  

●　産業分類別 ●　都道府県別 

全国10会場で父母懇 父母懇 
首都圏３地区でも開催 

懸
案
の「
父
母
会
」
来
春
設
立 

今
年
も
首
都
圏
を
は
じ
め
と

し
た
父
母
懇
談
会
が
全
国
各
地

区
十
会
場
で
開
催
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
父
母
懇
談
会
は
昭
和

五
十
七
年
に
第
一
回
が
開
催
さ

れ
て
以
来
今
年
で
二
十
一
回
を

数
え
、
ご
父
母
と
大
学
の
交
流

に
成
果
を
あ
げ
、
ご
父
母
か
ら

高
い
評
価
を
頂
い
て
い
る
。

こ
う
し
た
背
景
の
中
で
、
ご

父
母
か
ら
多
年
に
わ
た
り
父
母

と
大
学
の
連
携
を
強
化
し
大
学

の
発
展
・
向
上
を
支
援
し
、
子

女
の
学
園
生
活
の
更
な
る
充

実
・
父
母
相
互
の
親
睦
等
を
目

的
と
し
た
「
父
母
会
」
設
立
の

要
望
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
き
た
。

大
学
で
は
こ
れ
ら
の
ご
意
見

や
他
大
学
の
状
況
等
を
調
査
し
、

父
母
会
設
立
に
向
け
慎
重
に
検

討
が
続
け
ら
れ
て
き
た
が
、
平

成
十
六
年
四
月
に
父
母
会
設
立

の
方
針
を
決
定
。
永
年
の
懸
案

が
実
現
に
向
け
動
き
出
し
た
。

で
も
成
績
、
就
職
、
進
学
な
ど

に
つ
い
て
教
員
の
説
明
に
熱
心

に
耳
を
か
た
む
け
て
い
た
。

ま
た
、
首
都
圏
父
母
懇
談
会

は
九
月
に
神
楽
坂
地
区
で
始
ま

り
、
十
一
月
に
は
久
喜
地
区
、

野
田
地
区
で
開
催
さ
れ
る
。

父
母
と
の
主
な
質
疑
応
答

は
、
次
の
通
り
。

Ｑ
‥
大
学
院
へ
の
進
学
状
況

に
つ
い
て
。

Ａ
…
大
学
院
進
学
率
は
学
部

卒
業
生
の
約
四
二
％
。
う
ち
約

七
〇
％
の
学
生
が
本
学
大
学
院

に
進
学
し
て
い
ま
す
。
試
験
に

は
学
内
選
考
、
一
般
募
集
が
あ

り
、
四
年
生
の
約
三
〇
％
が
学

内
選
考
で
進
学
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
‥
地
元
企
業
等
へ
の
就
職

に
つ
い
て
。

Ａ
…
全
学
の
就
職
率
は
九

五
％
で
す
。
Ｕ
タ
ー
ン
で
の
就

職
は
地
方
に
よ
り
採
用
時
期
、

試
験
方
法
等
が
異
な
る
の
で
時

機
を
逸
す
る
こ
と
な
く
、
早
め

に
就
職
課
で
情
報
を
収
集
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

Ｑ
‥
奨
学
金
に
つ
い
て
。

Ａ
…
奨
学
金
に
は
日
本
育
英

会
第
一
種
・
き
ぼ
う
21
プ
ラ
ン
、

理
科
大
学
奨
学
金
、
民
間
団
体

奨
学
金
が
あ
り
ま
す
。
も
し
家

計
が
急
変
し
た
場
合
な
ど
に
は

日
本
育
英
会
の
緊
急
採
用
が
あ

平
成
十
五
年
度
各
地
区
父
母

懇
談
会
は
、
六
月
十
四
・
十
五

日
の
青
森
・
仙
台
会
場
を
皮
切

り
に
甲
信
越
、
東
海
・
北
陸
・

九
州
と
続
き
七
月
二
十
七
日
開

催
の
広
島
会
場
ま
で
全
十
会
場

で
開
催
さ
れ
た
。
特
に
九
州
地

区
で
は
集
中
豪
雨
の
影
響
で
開

催
が
危
ぶ
ま
れ
た
が
、
ご
父
母

を
は
じ
め
関
係
各
位
の
ご
協
力

に
よ
り
無
事
開
催
で
き
た
こ
と

は
誠
に
幸
い
で
あ
っ
た
。

懇
談
会
に
は
学
長
、学
部
長
、

学
生
部
長
を
は
じ
め
各
学
部
の

教
員
と
法
人
本
部
か
ら
も
理
事

長
な
ら
び
に
理
事
が
出
席
し
た
。

ご
父
母
に
は
学
生
生
活
や
進

路
、
将
来
構
想
お
よ
び
父
母
会

設
立
構
想
等
を
説
明
し
た
後
、

学
部
ご
と
の
会
場
に
移
動
し
個

人
面
談
を
行
っ
た
。
ど
の
会
場

古
屋
　
　
昇
元
教
授

（
経
営
学
部
経
営
学
科
）
平
成

十
五
年
四
月
三
十
日
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
七
十
四
歳
。

久
場
　
英
治
元
教
授

（
理
工
学
部
電
気
工
学
科
）
平

成
十
五
年
五
月
四
日
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
七
十
三
歳
。

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
基
準
を
満

た
し
て
い
れ
ば
ほ
ぼ
採
用
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
本
学
奨
学
金
に

も
緊
急
枠
が
あ
る
の
で
学
生
課

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

松
下
　
清
夫
元
教
授

（
工
学
部
第
二
部
建
築
学
科
）

平
成
十
五
年
五
月
五
日
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
九
十
三
歳
。

渡
邉
　
禮
之
維
持
会
顧
問

平
成
十
五
年
六
月
三
十
日
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
九
十
一
歳
。

鶴
見
　
策
郎
元
教
授

（
理
工
学
部
電
気
工
学
科
）
平

成
十
五
年
七
月
十
二
日
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
八
十
四
歳
。

川
口
　
　
力
元
評
議
員
・

教
務
課
長

平
成
十
五
年
七
月
十
四
日
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。
六
十
七
歳
。

高
橋
　
華
王
元
教
授

（
経
営
学
部
経
営
学
科
）
平
成

十
五
年
八
月
十
四
日
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
七
十
五
歳
。

佐
野
　
光
男
元
評
議
員

平
成
十
五
年
八
月
三
十
一
日
逝

去
さ
れ
ま
し
た
。
六
十
三
歳
。

父母懇談会で熱心に耳を傾ける父母たち＝福岡会場で



（ 5 ） 2003年（平成15年） 10月24日（金） 東　京　理　科　大　学　報 第 1 5 0号

十
月
二
十
九
日（
水
）に
小
野

田
市
商
工
セ
ン
タ
ー
三
階
講
堂

で
、「
ベ
ン
チ
ャ
ー
起
業
成
功
の

秘
密
を
探
る
」
―
成
功
へ
の
ア

イ
デ
ィ
ア
と
不
屈
の
精
神
―
と

題
し
、
東
京
理
科
大
学
科
学
技

術
交
流
セ
ン
タ
ー
（
承
認
Ｔ
Ｌ

Ｏ
）
山
口
分
室
主
催
の
特
別
講

演
会
が
開
催
さ
れ
る
。
東
京
理

科
大
学
の
同
窓
生
で
現
在
（株）
モ

リ
テ
ッ
ク
ス
会
長
の
森
戸
祐
幸

氏
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
る
。

こ
の
講
演
会
は
、
企
業
関
係

者
や
一
般
市
民
を
対
象
に
、
山

口
東
京
理
科
大
学
の
研
究
開
発

の
促
進
と
産
学
連
携
推
進
の
活

性
化
に
向
け
、
本
学
と
地
元
企

業
を
核
と
し
た
産
学
連
携
体
制

の
構
築
を
図
る
目
的
で
開
催
さ

れ
る
。
当
日
は
、
森
戸
氏
の
講

演
の
ほ
か
、
本
学
の
中
山
登
史

男
教
授
「
環
境
に
や
さ
し
い
プ

ロ
セ
ス
に
よ
る
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ

ク
成
形
加
工
の
構
築
」
と
小
林

駿
介
教
授
「
超
高
精
動
画
フ
ル

カ
ラ
ー
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の

実
用
化
研
究
開
発
」
の
講
演
が

あ
り
、
本
学
で
の
研
究
成
果

（
シ
ー
ズ
）
を
紹
介
す
る
。

同
会
場
で
は
、
研
究
成
果
実

用
化
に
向
け
た
相
談
コ
ー
ナ
ー

の
設
置
を
予
定
し
て
い
る
。

ト
ボ
ト
ル
内
に
入
れ
た
排
気
ガ

ス
が
ど
の
く
ら
い
水
を
汚
染
さ

せ
る
か
と
い
っ
た
実
験
、
身
近

な
数
値
デ
ー
タ
を
題
材
に Excel

を
使
っ
て
デ
ー
タ
を
分

析
す
る
体
験
を
行
っ
た
。

第
二
日
目
の
も
の
づ
く
り
コ

ー
ス
で
は
、
六
班
に
分
か
れ
、

発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
を
使
っ
た
ミ

ニ
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
や
、
ミ

ニ
チ
ュ
ア
版
ポ
ン
ポ
ン
蒸
気
船

＝
写
真
、
百
円
シ
ョ
ッ
プ
な
ど

で
手
軽
に
購
入
で
き
る
材
料
を

使
っ
た
電
動
モ
ー
タ
ー
等
を
作

っ
た
。

学
生
活
の
一
端
を
実
際
に
ご
父

母
に
見
て
い
た
だ
き
、
本
学
教

職
員
、
学
生
と
の
親
睦
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
企
画
さ

れ
た
も
の
で
、
例
年
に
な
い
盛

で
蓄
積
し
て
き
た
高
い
技
術
と

産
業
集
積
を
活
か
し
、
新
た
に

「
世
界
に
誇
る
二
十
一
世
紀
の

も
の
づ
く
り
」

の
技
術
革
新
の

中
心
地
域
（
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

エ
リ
ア
）
と
な

る
べ
く
、
圏
域

が
一
体
と
な

り
、
大
き
く
飛

躍
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
地

域
情
勢
を
踏
ま

え
、
こ
の
協
議

会
の
発
足
を
契

機
に
、
や
が
て

近
い
将
来
に
は
、

諏
訪
地
域
全
体

で
新
技
術
・
新

製
品
の
開
発
、

熟
練
技
術
の
伝

承
、
人
材
育
成
、

受
発
注
体
制
の

強
化
な
ど
、
体

系
的
に
取
り
組
む
諏
訪
圏
も
の

づ
く
り
機
構
に
結
び
つ
い
て
い

く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

Ｏ
Ｂ
森
戸
祐
幸
氏
迎
え
特
別
講
演
会 

＜10月29日＞ 

ベ
ン
チ
ャ
ー
起
業 

成
功
の
秘
密
を
探
る 

ベ
ン
チ
ャ
ー
起
業 

成
功
の
秘
密
を
探
る 

新
遠
隔
授
業
シ
ス
テ
ム
稼
動 

本
学
５
号
館
五
一
〇
七
教
室

に
新
た
に
遠
隔
授
業
シ
ス
テ
ム

が
導
入
さ
れ
、
九
月
二
十
五
日

（
木
）に
第
一
回
目
の
遠
隔
授
業

が
行
わ
れ
た
。

従
来
は
、
神
楽
坂
・
野
田
キ

ャ
ン
パ
ス
か
ら
受
信
す
る
だ
け

の
一
方
通
行
で
あ
っ
た
が
、
同

シ
ス
テ
ム
で
は
、
本
学
の
講
義

を
他
の
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
配
信
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
双
方

向
で
の
遠
隔
授
業
シ
ス
テ
ム
が

確
立
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
久
喜
キ
ャ
ン
パ
ス
、

長
万
部
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ほ
か
、

諏
訪
東
京
理
科
大
学
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
も
構
築
さ
れ
、
今
後

は
、
全
キ
ャ
ン
パ
ス
と
の
遠
隔

授
業
の
送
受
信
も
実
現
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
。楽しく学習　２日間 楽しく学習　２日間 

サイエンス夢合宿に71人 
本
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

は
、
七
月
二
十
六
日（
土
）、
二

十
七
日（
日
）の
二
日
間
、
小
学

五
・
六
年
生
と
そ
の
保
護
者
を

対
象
に
し
た
公
開
講
座
「
サ
イ

エ
ン
ス
夢
合
宿
」
を
開
催
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
夏
休
み
期
間

中
、
本
学
構
内
に
あ
る
セ
ミ
ナ

ー
ハ
ウ
ス
に
親
子
で
宿
泊
し
、

大
学
の
教
員
や
大
学
生
と
楽
し

み
な
が
ら
サ
イ
エ
ン
ス
の
体
験

学
習
を
し
て
も
ら
い
科
学
の
芽

を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
講

座
で
、
昨
年
に
引
き
続
き
今
年

で
二
回
目
の
開
催
。
長
野
県
内

よ
り
三
十
六
組
七
十
一
人
の
参

加
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
も

ち
ろ
ん
、
保
護
者
の
み
な
さ
ん

も
そ
れ
ぞ
れ
の
講
座
で
繰
り
広

げ
ら
れ
る
楽
し
い
体
験
学
習
に

目
を
輝
か
せ
て
い
た
。

第
一
日
目
の
体
験
コ
ー
ス
で

は
、
三
班
に
分
か
れ
、
環
境
に

や
さ
し
い
「
太
陽
電
池
」
を
使

っ
た
照
度
計
の
実
験
や
、
ペ
ッ

そ
の
他
、
夜
に
は
炎
の
色
な

ど
の
科
学
夜
話
と
花
火
大
会
、

朝
に
は
軽
い
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ

を
し
、
筋
肉
と
脳
の
か
か
わ
り

等
の
話
を
行
い
、
ま
さ
に
サ
イ

エ
ン
ス
一
色
の
二
日
間
と
な
っ

た
。

価
値
あ
る
も
の
づ
く
り
を 

本
学
地
域
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム 

推
進
協
議
会
の
発
会
式
開
く 

諏
訪
の
も
の
づ
く
り
の
技
術

と
本
学
の
知
的
財
産
と
を
融
合

さ
せ
て
、
諏
訪
圏
内
の
産
・

学
・
公
（
行
政
）
が
連
携
し
て

新
た
な
価
値
あ
る
も
の
づ
く
り

の
創
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
を
目
的
に
、
七
月
二
十
八
日

（
月
）、
本
学
地
域
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
推
進
協
議
会
の
発
会
式
が

開
催
さ
れ
た
。

本
学
で
は
二
〇
〇
二
年
の
開

学
以
来
、
学
内
に
地
元
企
業
の

共
同
研
究
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
、

産
学
公
連
携
事
業
を
積
極
的
に

推
進
す
る
体
制
を
整
え
る
と
と

も
に
、
地
域
に
対
し
て
は
大
学

施
設
の
開
放
や
公
開
講
座
の
開

催
な
ど
、
社
会
に
貢
献
で
き
る

大
学
を
目
指
し
て
い
る
。

一
方
、
諏
訪
圏
内
の
製
造
業

は
、
景
気
の
低
迷
に
よ
る
厳
し

い
経
済
環
境
の
中
で
、
こ
れ
ま

地
域
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
推
進
協
発
会
式

新システムで始まった遠隔授業

学生談話室リニューアル 

こ
の
た
び
、
本
学
３
号
館

一
階
の
学
生
談
話
室
が
全
面

改
修
を
終
え
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
た
＝
写
真
。

こ
れ
ま
で
汚
損
・
損
傷
の
目

立
っ
た
壁
面
や
床
面
を
改
装

し
た
ほ
か
、
椅
子
や
テ
ー
ブ

ル
も
新
調
し
、
さ
ら
に
、
自

動
販
売
機
も
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
タ
イ
プ
に
更
新
し

た
。
室
内
は
と
て
も
快
適
な

空
間
が
造
ら
れ
、
過
ご
し
や

す
く
、
学
生
の
憩
い
の
場
と

し
て
見
事
に
生
ま
れ
変
わ
っ

た
。
ぜ
ひ
と
も
利
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

竜
王
祭
＆
父
母
懇
開
催
し
ま
す 

今
年
で
第
九
回
目
を
迎
え
る

竜
王
祭
が
、
十
一
月
七
日（
金
）

〜
九
日（
日
）の
三
日
間
開
催
さ

れ
る
。
本
年
度
の
テ
ー
マ
は

「
プ
ラ
イ
ド
」
。
当
日
は
、
軽
音

L
ive

、
部
対
抗
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
、
餅
投
げ
、
ビ
ン
ゴ

大
会
な
ど
、
学
生
参
加
型
の
企

画
が
多
数
用
意
さ
れ
、
趣
向
を

凝
ら
し
た
模
擬
店
も
数
多
く
出

店
す
る
。
最
終
日
の
九
日
十
二

時
か
ら
は
、
東
京
理
科
大
学
生

命
科
学
研
究
所
の
東
隆
親
所
長

を
講
師
に
迎
え
「
免
疫
シ
ス
テ

ム
に
学
ぶ
排
除
と
寛
容
」
と
題

し
、
本
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

主
催
の
特
別
講
演
会
が
行
わ
れ

る
。さ

ら
に
、
本
年
度
か
ら
の
新

た
な
試
み
と
し
て
、
竜
王
祭
期

間
中
に
父
母
懇
談
会
が
本
学

（
山
口
会
場
）
で
実
施
さ
れ
る

（
九
日
十
三
時
〜
十
六
時
）
。
大

況
な
父
母
懇
談
会
と
竜
王
祭
に

な
る
も
の
と
期
待
さ
れ
る
。

な
お
、
父
母
懇
談
会
は
十
一

月
一
日（
土
）に
広
島
会
場
、
福

岡
会
場
で
も
実
施
さ
れ
る
。

城南高　生39人が来校、体験学習 （  ） 福
岡 

八
月
四
日（
月
）〜
六
日（
水
）

に
福
岡
県
立
城
南
高
等
学
校
理

数
コ
ー
ス
二
年
生
三
十
九
人
が

来
校
し
、
本
学
で
先
端
技
術
体

験
学
習
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の

体
験
学
習
は
平
成
九
年
度
か
ら

毎
年
行
わ
れ
、
画
期
的
な
高
大

連
携
事
業
と
し
て
全
国
的
に
注

目
を
集
め
て
お
り
、
本
年
度
の

文
部
科
学
省
の
推
進
事
業
「
サ

イ
エ
ン
ス
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
も
採
択

さ
れ
た
。

本
学
で
の
科
学
講
義
、
実
験

実
習
の
ほ
か
、
周
辺
企
業
の
工

場
見
学
、
本
学
図
書
館
で
の
文

献
調
査
、
レ
ポ
ー
ト
作
成
、
宿

泊
先
で
の
科
学
ビ
デ
オ
の
視
聴

及
び
実
験
実
習
に
関
す
る
報
告

会
等
、
二
泊
三
日
で
の
学
習
時

間
は
二
十
七
時
間
に
も
及
ぶ
。

過
密
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
生
徒
た
ち
の
目
は

皆
、
生
き
生
き
と
し
て
お
り
、

科
学
に
対
す
る
興
味
、
未
知
の

体
験
を
十
分
に
味
わ
う
こ
と
が

で
き
た
よ
う
で
あ
る
。

本
年
度
は
、
同
校
以
外
に
、

県
内
高
等
学
校
三
校
の
先
端
技

術
体
験
学
習
、
模
擬
講
義
を
中

心
と
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
会

も
六
校
予
定
し
て
お
り
、
本
学

の
高
大
連
携
事
業
は
ま
す
ま
す

進
展
し
、
充
実
し
て
い
る
。

茅野どんばんに本学「連」 
８月９日（土）、茅野市の祭り「茅野どんばん」が開催
され、本学も踊り連に参加した＝写真。当日は台風10号
の影響で、昼間のイベントは中止となったが、夜には雨
も上がり、踊りは予定どおり開催された。本学からは学
生、教職員、家族、友人など総勢50人が参加。メイン会
場である市役所通りを練り歩き、祭りを盛り上げた。
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排気ガス測定の体験学習をする高校生
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久
喜
校
舎
（
経
営
学
部
）
で

は
八
月
八
日
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０

０
１
の
認
証
を
取
得
（
審
査
登

録
）
し
た
。

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
と
は
、

Ｉ
Ｓ
Ｏ
（
国
際
標
準
化
機
構
）

が
発
行
し
た
「
組
織
活
動
が
環

境
に
及
ぼ
す
影
響
を
最
小
限
に

く
い
止
め
る
こ
と
を
目
的
に
定

め
ら
れ
た
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
」
の
国
際
的
な
標
準

規
格
で
あ
る
。

久
喜
校
舎
で
は
、
二
〇
〇
一

年
十
一
月
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０

１
認
証
取
得
委
員
会
（
現
、
環

境
管
理
委
員
会
）
を
発
足
さ
せ
、

外
部
か
ら
の
情
報
収
集
、
視
察
、

調
査
を
行
い
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
実
施
要
領
を
作

成
。
そ
の
要
領
に
則
り
活
動
・

業
務
の
教
育
・
訓
練
・
監
視
・

測
定
・
調
査
等
を
開
始
し
、
審

査
機
関
に
よ
る
三
回
（
計
六
日

間
）
に
わ
た
る
審
査
を
受
け
、

正
式
に
認
証
を
取
得
し
た
。

内
容
は
、
教
育
・
研
究
活
動

及
び
こ
れ
ら
の
活
動
を
支
え
る

管
理
運
営
活
動
に
お
い
て
①
学

生
に
対
す
る
環
境
教
育
②
省
資

源
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
③
廃
棄
物

の
削
減
・
再
資
源
化

―
を
推

進
す
る
た
め
の
環
境
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。
久
喜

校
舎
で
は
、
今
後
と
も
、
地
域
・

社
会
の
環
境
保
全
活
動
に
貢
献

で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

部
の
有
機
的
な
結
び
つ
き
を
高

め
、
教
育
・
学
習
の
拠
点
と
し

て
の
役
割
を
担
っ
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

建
物
は
、
地
上
八
階
建
て
、

延
床
面
積
が
約
一
万
五
七
〇
〇

㎡
で
、
教
室
は
六
十
三
室
、
全

体
で
八
千
三
百
人
を
収
容
す
る

こ
と
が
で
き
、
開
放
感
を
持
た

せ
、
免
震
構
造
を
採
用
す
る
こ

と
で
、
居
住
性
・
安
全
性
に
も

配
慮
し
て
い
る
。

い
ま

”弁
理
士
さ
ん
“
が
脚
光
を
浴

び
る
。
国
の
プ
ロ
パ
テ
ン
ト
の
姿
勢
が

強
く
打
ち
出
さ
れ
、「
知
財
立
国
」
を

め
ざ
し
て
知
的
財
産
基
本
法
が
で
き
、

”弁
理
士
さ
ん

“
の
存
在
価
値
が
一
層

鮮
明
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

東
京
理
科
大
学
で
も
七
月
に
「
理
窓

知
的
財
産
ク
ラ
ブ
」
の
設
立
大
会
が
開

か
れ
、
そ
の
司
会
を
加
藤
さ
ん
が
つ
と

め
た
。
大
学
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の

育
成
や
技
術
移
転
の
拡
大
等
を
め
ざ
し

て
、
Ｏ
Ｂ
弁
理
士
を
組
織
化
し
、
学
内

に
あ
る
技
術
シ
ー
ズ
の
事
業
化
を
支
援

す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立
を
図
る
。

加
藤
さ
ん
は
そ
の
主
要
メ
ン
バ
ー
だ
。

学
生
時
代
は
大
竹
研
究
室
に
属
し
、ビ

ス
マ
ス
単
結
晶
の
物
性
の
測
定
に
没
頭

し
た
。
一
方
、
茶
道
部
の
部
長
と
し
て

部
を
引
っ
張
っ
た
。
四
年
生
に
な
る
と
、

会
社
勤
め
よ
り
独
立
し
た
い
気
持
ち
が

強
く
な
り
、
資
格
取
得
の
道
を
選
ぶ
。

技
術
士
も
考
え
た
が
実
務
経
験
が
必
要

だ
っ
た
こ
と
、
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
方
が

や
る
気
を
そ
そ
ら
れ
る
タ
イ
プ
だ
っ
た

こ
と
か
ら
、
む
し
ろ
技
術
と
法
律
の
エ

キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
る
弁
理
士
を

め
ざ
す
こ
と
に
し
た
。

大
竹
教
授
が
紹
介
し
て
く
れ

た
私
立
高
校
で
週
三
回
講
師
と

し
て
教
鞭
を
と
る
か
た
わ
ら
、

受
験
勉
強
に
い
そ
し
ん
だ
。
弁

理
士
の
知
名
度
は
当
時
は
低
く
、

”便
利
屋
“
と
間
違
わ
れ
る
よ

う
な
時
代
だ
っ
た
。
弁
理
士
の

試
験
に
は
法
律
関
係
の
科
目
が

五
科
目
あ
っ
た
た
め
、
予
備
校
や
ゼ
ミ

に
通
う
日
々
が
続
い
た
。
高
校
講
師
は

三
年
で
や
め
、
先
輩
の
特
許
事
務
所
に

勤
め
な
が
ら
受
験
勉
強
を
続
け
た
。
理

科
大
を
卒
業
し
て
五
年
後
に
試
験
合
格

を
果
た
し
た
。

現
在
、
日
本
で
大
手
の
太
陽
国
際
特

許
事
務
所
の
副
所
長
を
務
め
る
。
所
員

は
百
二
十
九
人
。
弁
理
士
は
二
十
五
人

で
、
そ
の
う
ち
理
科
大
の
後
輩
弁
理
士

も
四
人
い
る
。

最
近
、
理
科
大
で
も
弁
理
士
を
め
ざ

す
学
生
が
が
ぜ
ん
増
え
た
。
弁
理
士
を

志
す
者
は
し
っ
か
り
と
し
た
得
意
分
野

を
持
た
ね
ば
な
ら
ぬ
、
と
加
藤
さ
ん
曰

く
。
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
バ
イ
オ
、

Ｉ
Ｔ
等
の
新
分
野
も
増
え
た
。
産
業
界

の
変
化
に
合
わ
せ
て
頻
繁
に
法
改
正
が

行
わ
れ
る
。
共
同
訴
訟
代
理
権
を
と
る

た
め
の
能
力
担
保
研
修
も
こ
な
さ
ね
ば

な
ら
な
い
。
既
存
の
知
識
に
甘
ん
じ
る

こ
と
な
く
、
生
涯
勉
強
の
心
構
え
が
必

要
だ
と
加
藤
さ
ん
は
感
じ
て
い
る
。

弁
理
士
と
は
「
発
明
が
生
ま
れ
、
そ

の
権
利
を
と
り
、
紛
争
が
起
き
れ
ば
紛

争
を
解
決
す
る
」
職
業
で
あ
る
。

企
業
の
弁
理
士
に
と
っ
て
は

「
発
明
を
発
掘
す
る
」
こ
と
も

重
要
で
あ
る
。
産
業
の
空
洞
化

も
進
む
今
日
の
日
本
で

”頭

脳
“
に
よ
っ
て
国
の
再
生
を
め

ざ
そ
う
と
す
る
二
十
一
世
紀
、

弁
理
士
は
ま
さ
に
未
来
の
日
本

を
担
う
時
代
の

”助
っ
人
“

で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
（
Ｋ
）

〝知財立国〟の助っ人… 
弁理士として活躍24年 加藤　和詳さん 

★略歴（かとう・かずよし） 1951年１月、
愛知県北設楽郡設楽町生まれ。74年３月、理
学部物理学科卒。79年、弁理士試験合格。中
島・加藤特許事務所を拡大改編し、92年に太
陽国際特許事務所を設立、その副所長。

環
境
保
全
　

万
全
に 

久
　
　
喜 

キ
ャ
ン
パ
ス 

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
　

取
得 

神楽坂オープンキャンパスで

久喜オープンキャンパスで

野田オープンキャンパスで

久
　
　
喜

野
　
　
田

神

楽

坂

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
新
薬
学
部
に
高
い
関
心 

さぁ！　第５５回　理大祭 
＊神　楽　坂　11／21（金）～24（月） 
＊野　　　田　11／22（土）～24（月） 
＊久　　　喜　11／７（金）～10（月） 

野
田
校
舎
の
新
講
義
棟
が
、

九
月
十
二
日
に
竣
工
式
を
迎
え

た
＝
写
真
。
近
年
老
朽
化
が
進

み
、
教
育
研
究
環
境
の
改
善
が

求
め
ら
れ
て
い
る
野
田
キ
ャ
ン

パ
ス
の
施
設
に
お
い
て
、
こ
の

講
義
棟
は
野
田
地
区
再
構
築
の

一
環
と
し
て
薬
学
部
新
校
舎
に

続
き
竣
工
し
た
も
の
で
あ
る
。

各
号
館
に
分
散
し
て
い
た
教
室

を
集
約
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
薬

学
部
・
理
工
学
部
・
基
礎
工
学

野田の新講義棟が完成 
人
も
増
員
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

各
会
場
で
は
学
部
・
学
科
紹

介
や
模
擬
講
義
、
模
擬
実
験
を

開
催
。
研
究
室
見
学
で
は
、
在

学
生
の
説
明
に
興
味
深
く
聞
き

入
る
姿
が
多
く
見
ら
れ
た
。

本
年
度
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
が
七
月
十
二
日
に
久
喜
校

舎
、
八
月
七
日
に
野
田
校
舎
、

八
日
に
神
楽
坂
校
舎
で
開
催
さ

れ
多
数
の
受
験
生
、
父
母
ら
が

本
学
を
訪
れ
た
。

神
楽
坂
校
舎
は
三
千
七
十
二

人
、
久
喜
校
舎
は
百
四
人
と
ほ

ぼ
例
年
ど
お
り
の
来
場
者
だ
っ

た
が
、
新
た
に
薬
学
部
が
加
わ

っ
た
野
田
校
舎
で
は
二
千
八
十

四
人
と
、
例
年
に
比
べ
て
約
千

災
害
時
の
避
難
場
所
確
認
を 

地
震
、
大
火
災
な
ど
の
災
害

は
い
つ
・
ど
こ
で
起
き
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
危
険
物
の
取
扱

い
や
管
理
は
も
ち
ろ
ん
、
積
極

的
に
避
難
訓
練
に
参
加
す
る
な

ど
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め

に
日
頃
か
ら
防
災
意
識
を
高
め

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

特
に
、
神
楽
坂
キ
ャ
ン
パ
ス

は
新
宿
区
の
中
で
最
も
危
険
度

の
高
い
地
域
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
下
の
地
図
は
、
大
規
模
な

◆　災害時の避難場所　◆ 

神楽坂 

野　田 

久　喜 

長万部 

校　舎 キャンパス内避難場所 地域指定避難場所 
お堀端、若宮公園 

中　庭 

校　庭 

校　庭 

後楽園一帯（地図参照） 

山崎小学校 

久喜校舎 

長万部校舎 

ら
身
を
守
る
場
所
と
し
て
指
定

さ
れ
た
広
域
避
難
場
所
で
す
。

ぜ
ひ
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

延
焼
火
災
や
そ
の
他
の
危
険
か

新宿区総務部危機管理室HPから

江戸川小学校

牛込消防署

愛日小学校

津久戸
小学校

後楽園一帯
警視庁
飯田橋庁舎

千代田区

神楽坂 飯田橋

中
央
線

高
速
５
号
池
袋
線

東京理科大学

若宮
公園

久喜キャンパス理大祭ポスター神楽坂キャンパス理大祭ポスター野田キャンパス理大祭ポスター

避難危険度ランク
（数値が大きいほど危険）
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